
越

人

と

『荘

子

』

広

田

二

β良

越

人
は
、

延
宝

の
初
年
、
二
十
歳
頃
、
故
郷

の
北
越

か
ら
名
古
屋

へ
出
、
杜
国

・
重
五
等

の
庇
護

を
受
け

て
名
古
屋
俳
壇

に
加
わ

っ
た
。

貞
享
元
年

の
冬
、

芭
蕉
が
名
古

屋

に
立
ち
寄
り
、
『
冬

の
日
』

五
歌

仙
を
巻

い
た
折

か
、
遅
く
も
翌
年
春

ま
で
の
間

に
、
蕉
門

に
入

っ
た
。

『
冬

の
日
』

に
は

一
座

で
き
な

か

っ
た
が
、
貞
享

三
年

(
一
八
八
六
、

三
十

一
歳
)
仲
秋
下
旬

に
板
行

さ
れ
た

『
春

の
日
』

に
は
、

発
句

九
句

を
採

ら
れ
て
集
中

の
第

一
位
を
占

め
、

ほ
か
に
連
句

の
作
者

と
し
て
も
活
躍

し
、

一
躍
名
古
屋
蕉
門

の
有
力
作
者

の
座

に
連

っ
た
。

彼

の
作
品

は

『
春

の
日
』

に
初

め
て
現

れ
る
が
、

こ
れ
ら

の
中

に

老

聴

日
、

知
レ
足
之
足
、
常

足
。

夕

が

ほ
に
雑
水

あ

つ
き
藁

屋
哉

と

い
う
句
が

入

っ
て
い
る
。

こ
れ

は
見

る
通
り
、

『
老
子
』
「
天
下
有
道
章
第
四
十

六
」

の
語

を
取

っ
て
、
俳
句
的

に
表

現
し
た
も

の
で
あ

る
が
、
夕
が

ほ

・
雑
水

・
藁
屋

と

い
う
庶
民
的

素
材

を
常
識
的

に
と
り
あ
わ

せ
て
み
せ
て

い
る

に
す
ぎ
ず
、
作
者

の
感
動
が
稀
薄

で
あ
り
、

佳
作

と
は
み
と
め
が

た
い
。

し
か
し
、

こ
の
句

に
よ

っ
て
彼

が
当
時

『
老
子
』
を
学

ん
で
い
た

こ
と
が
わ

か
り
、

さ
ら

に

『
老
子
』
だ
け

で
は
な
く
、

こ
れ
と
併
せ
て

『
荘
子
』

を
も
読

ん
で
い
た

で
あ
ろ
う
と

い
う

こ
と

の
推
察
が

可
能

に
な
る
。

「
老

・
荘
」
と
並
び

称

さ
れ

て
い
た

こ
の
二
書

の
片
方

だ
け

し
か
学
ば

れ
な

か

っ
た
と

い
う

こ
と
は
あ
り
得

な

い
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
推
察

の
正

し
い
こ
と
を
証
明

し

て
、

元
禄

二
年

(
一
八
八
九
、
越
人

三
十
四
歳
)

に
刊
行

さ
れ
た

『
曖

野
』

に
は

『
荘
子
』
,に
拠

る
彼

の
発
句

三
、

付
句

一
が
あ

ら
わ

れ

越

人

と

「
荘

子
」
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人

文

研

究

第
二
十
七
輯

る

。
一
、

牛
馬

四

足
是

謂

レ
天

、

落

二
馬

首

一穿

二
牛

鼻

一
是

謂

レ
人

。

一
方

は
梅

さ

く
桃

の
継

木

か
なラ

モ
ツ

ラ

バ
ケ

ウ
ガ

ッ

お
も

っ
ら

「
牛

馬

,
四
足

ア
ル
、

是

テ
謂

・
天

ト
、

落

二
馬

首

唱穿

二
牛

鼻
尋
是

テ
謂

・
人

ト
。
」

(
牛

馬

の
四

足

あ

る
、

是

を
天

と
謂

ひ
、

馬

首

に

落

〔
絡

〕

は
け
、

牛

鼻

を
穿

つ
、

是

を

人

と

謂

ふ
。
)

は
、

『
荘

子

』

「
秋

水

」
篇

の
語

を

そ

の
ま

ま
詞

書

と
し

た
も

の

で
あ

る
。

こ
れ

を
題

と

し

て
、

そ

の
内

容

を

発
句

に
詠

み
換

え

て

い
る
が

、

知

識
的

な

翻
案

の
興

味

に
終

始

し

て

い
る

だ

け

で
、

詩

的

な
感

動

は
ど

こ
に
も
持

っ
て

い
な

い
。

ま

た

『
荘

子

』

の
語

は

「
天

」

を
重

ん
じ

「
人

」

を
否

定

し

て

い
る

の
に
、

越

人

は

む

し
ろ

人
為

に
興

じ

て

い
る
。

思
想

の
内

実

に

か

か
わ

る

所

が

な

い

の
で

あ

る
。

　
マ
マ
　

二
、

蔵

二
舟

於

堅

一、

蔵

二
山
於

沢

一、

謂

レ
之

固

、

然

而

夜

半
有

々
力

者

負

之

而
走

。

か
ら

な
が

ら
師

走

の
市

に
う

る

さ

父

い

こ

の
詞

書

は
、

『
荘

子

』

「
大

宗

師

」
篇

か
ら
取

っ
て
き

て
あ

る
。

「
蔵

ン
舟

ヲ
於

整

暢
蔵

3
山
ヲ
於

沢

噂
。

謂

二
之
テ
固

↓
突
。

然

.
ド
モ
而
夜

半

二有

力

,
者

、

負

レ
之

而

走

ル
。
昧

者

ハ
不

レ
知

也

。

」

(
舟

を

堅

に
蔵

し
、

山

を
沢

に
蔵

す

。

之

を
固

し

と
謂

ふ
。

然

れ

ど
も

夜

半

に
有

力

の
者

、

之

を

負

ひ
て
走

る
。

昧

者

は
知

ら
ざ

る

な

り
。

)

に
拠

っ
て
、

殻

の
ま

ま
捕

え

ら
れ
、

市
中

に
売

ら
れ

て

い
る

さ
ざ

え

の

「
昧

者

」

ぶ

り

を
あ

わ

れ

む
情

を
述

べ
も

の
だ
が

、

こ
れ
も
詩

的

感

動

が

稀

薄

で
あ

る
。

「
師

走
」

も

季

語

と

し

て

の
必

然

性

を
持

っ
て

い

な

い

。

三
、

絶
聖
棄

知
大

盗
乃
止
。

,

七
夕

よ
物

か
す

こ
と
も
な
き

む
か
し

一2一



ダ
チ

ス
デ

こ
の
詞
書

も
、

『
荘
子
』

「
朕
筐
」
篇

の

「
絶

・
聖
ヲ
棄
一
知
ラ
大
盗
乃
止

マ
ン
。
」

(
聖

を
絶

ち
単
知

を
棄

て
ば
、

大

盗

乃
ち
止

ま
ん
σ
)

を
そ

の
ま
ま
引

い
た
も
の
で
あ

る
。

詞
書

の
意
味

を
テ
ー

マ
と

し
て
、

聖
賢
出
現
以
前

の
小
国
寡
民

の
粗
撲

な
生
活

を
七
夕

に
寄

せ
て
思

い
や
る

こ
と
を
述

べ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
も
観
念

に
合
わ

せ
て
表
現

を

こ
し
ら
え
上
げ

て
い
る
。

以

上
見

て
き

た

よ
う

に
、

こ
の
三
句

の
発
句

は
、

『
荘
子
』

の
言

を
取

っ
て
来

て
、

そ

の
意
味
を

俳
詣
的
表
現
形
式

に
述

べ
換

え
た
ま

で
で
、
思
想

の
詩

的
昇
華

な
ど

は
行

な
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は

『
荘
子
』

の
言

に
か
ぎ

っ
た

こ
と
で
な
く
、

古
詩
文

、
古
歌
等

一
般

に

わ

た

っ
て
、
題
詠

は
す
べ
て

こ
の
方
式

に
よ

っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、

越

人

は
こ
の
形

式

を
好

ん
だ
。

こ
の
形

式

の
中

に
、
当
時
彼

が
読

ん
で
い
た

『
荘
子

』
が
材
料
と

し
て
持

ち

こ
ま
れ

た
訳
だ

っ
た

の
で
あ

る
。

四
、

理
を

は
な

れ
た
る
秋

の
夕
ぐ

れ

越

人

瓢
箪

の
大

き
さ
五
石
ぼ

か
り
也

同

付
句

は

よ
く
知

ら
れ
た

「
鷹
が

ね
歌
仙
」

の
中

の
第

五
句

で
あ
る
。

「
理
を
は
な
れ

た
る
」

に

『
荘
子
』

の
寓
言

に

拠

っ
た
句
を
付

け

た

の
は
、

『
荘
子

』
は

「
理
」

を
は
な
れ
た

寓
言

を
述

べ
て
い
る
書

で
あ
る
と
い
う

常

識
的

な

『
荘
子
』
観

に
影
響

さ
れ
て
い
る

の
で
あ

…
イ

ル

る
。

「
瓢
箪

の
大

き

さ
五
石
ぼ

か
り
也
」

は
、

林
註

「
迫
遙
遊

」
篇
、

恵

子

の
大
瓠

の

「
実
二
而
五
石
冨
ヵ
リ
ナ
リ
」

に

拠

っ
て

い
る

(
次

の

「
ひ
さ
ご
」
序

の
条
参
照
)
。

こ
の
付
合

で

は
、

前

の
発
句

な
ど
と
違

っ
て
、

「
秋

の
夕
ぐ
れ
」
が

二
句

の
間

に
醸

し
出
さ
れ
る
詩
情

に

お
い

て
不

可
欠

の
契
機
と
し
て
生
き

て
い
る
。

発
句

に
お
け
る

「
師
走
」
、

「
梅

さ
く
」
な
ど

の
季
語

と

は
懸
絶

し
た
高

さ
で
用

い
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
連

句

に
お
い
て
は
芭
蕉

の
さ
ば

き
が
あ

っ
た

か
ら
で
あ

ろ
う
。

『
畷

野
』
が
出

た
翌
年

(
元
禄

三
年
、

=

ハ
九
〇
)

近

江
蕉
門

の
珍
碩

に
よ

っ
て

『
ひ
さ
ご
』
が
編

ま
れ
、

こ
れ

に
序

を
乞
わ
れ
た
越
人

ノ

は
、

六
月
、

つ
ぎ

の
よ
う

な

一
文

を

草

し

て
贈

っ
た
。

越

人

と

『
荘

子
」

一3一

、



人

文

研

究

第
二
十
七
輯

江
南

の
珍
碩
、

我

に
ひ
さ
ご

を
送

レ
り
。

こ
れ

は
是
水
漿

を
も
り
、

酒
を
た
し
な

む
器

に
も
あ

ら
ず

。

或

は
大
樽

に
造
り

て
、

江
湖

を
わ
た
れ
と

い

へ
る

ふ
く
べ

に
も
異
な
り
。

吾

ま
た
後

の
恵
子

に
し
て
用
る

こ
と
を
知

ら
ず
。

つ
ら
ノ
＼

そ

の
ほ
と
り

に
睡

り
、
あ

や

ま
り
て
此
う
ち

に
陥

る
。

醒
て
み
る
に
、
日
月
陽
秋
き

ら
玉
か
に
し
て
、

雪

の
あ
け
ぼ

の
闇

の
郭
公
も

か
け

た
る

こ
と
な
く
、

な
を
吾

知

人
ど
も
見
え
き
た
り
て
、
皆
風
雅

の
藻
思

を

い

へ
り
、

し
ら
ず
、

是

は

い
つ
れ

の
と

こ
ろ
に
し
て
乾
坤

の
外
な
る

こ
と
を
。

出

て
そ

の
こ
と
を
云

て
、
毎
日
此
内

に
を
ど
り
入
。

前

半

は
書
名

『
ひ
さ
ご
』

に
ち
な

ん
で
、

「
迫
遙
遊
」

の
恵
子

の
大

瓠

の
讐
喩

か
ら

こ
と
ば

を
多

く
取

っ
て
、

綴

り
合

わ
せ
た
も

の
で

あ
る
。
次

に
大
瓠

の
警
喩

を
引

い
て
比

べ
て
み
よ
う
。

テ

ク

レ
リ

ヒ

サ
ゴ
ノ

タ
ネ
テ

ウ

ヱ
テ

ミ
イ

ル

ト
モ

フ
シ

テ

恵

子

、

謂

コ
荘

子

一
日
、

魏

王

貼

二
我

二大

ナ
ル
瓠

之

種

一。

我

.
樹

之
成

セ
リ
、

而
実

二
五
石

寄

リ
ナ
リ
、

以

盛

張

水

漿

冴
、
其

堅

不

・
能

ニ

ウ
チ

ワ

ツ
テ

ツ

カ

イ

ニ

ク

ワ
ク

ケ

ウ

ウ

チ

ワ
ッ

自

挙

ゆ
.
ト
也

。

剖

・
之

以

為

・
瓢

、

則

瓠

落

ト
シ
.ア
無

・
所

・
容

。

非

・
不

読

曙

然

ト
シ
テ
大

せ
.
也

。

吾

為

コ
ニ
其

無

用

↓
ル
ガ
而

接

・
之

。

荘

子

ヲ

モ

ン
バ
カ

ッ
テ

ツ
ク

テ

日
、

夫

子

固

二
拙

二
於

用

リ
ニ大

.
尖

。

…

・今

子

有

二
五
石

.
之
瓠

脚、

何

不

下

慮

以

為

二
大

樽

暢
、

而
浮

中
乎

江

湖

k
、

而

憂

二
其

.
瓠

キ

タ
ナ
キ

カ

ナ

落

ト
シ
一ア無

加
卜
.
所

・
容

。
則

夫

子
猶

有

コ

蓬

之

心

一也

夫

。

(
恵

子
、

荘

子

に
謂

ひ
て

曰

く
、

「
魏

王
我

に
大

な

る

瓠

の
種

を

胎

れ

り
。

お
も

我
、

こ
れ

を
樹

ゑ

て
成

せ
り
。

実

い
る

こ
と

五
石

ぽ

か
り

な

り
。

以

て
水
漿

を
盛

れ
ば

、

其

は
堅

〔
重
〕

く

し

て
自

ら
挙

ぐ

る

こ
と
能

う
ち

わ

か

ひ

つ

く

わ
(
ら

ぐ

す

べ

は
ず
。
之
を

剖

っ
て
以

て
瓢

〔
匙
〕

に
為

く
れ
ば
、
則

ち

瓠

落

と
し

て
容

る
る
所
な

し
。
曙

然
と
し

て
大
な

ら
ざ

る

に
は
非
ざ

る
な

も
ち

わ

ま

こ

り
。

吾

、
其

の
無

用

な

る
が

為

に
之

を

剖

り

つ
。

」

荘
子

曰
く

「
夫

子

は
固

と

に
大

を
用

ふ
る

に
拙

な
り

。

…

…
今

、

子

に
五
石

の

瓠

お
も
ん
唐
か

つ
ぐ

す
べ

あ
り
。
何
ぞ

慮

っ
て
大

樽

に
為

っ
て
江
湖

に
浮

か
ば
ず

し
て
、
其

の
瓠
落

と
し
て
容

る
る
所
無
き

こ
と
を
憂

ふ
る
や
。
す
な

は
ち
、

を
た
な

か
な

夫
子

は
猶

ほ
蓬

き

心
有

る
夫
。
)

テ

ク

レ
リ

ヒ
サ
ゴ

ノ
タ
メ
ヲ

『
ひ
さ
ご

』
序

の

「
江
南

の
珍

碩
、

我

に

ひ
さ
ご

を
送

レ
り
」

は
、

「
魏

王

飴

二
我

二大

ナ
ル
菰

之

種

一」

に

拠

り
、

「
水

漿

を
も

り

」

は
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「
以
畢

水
讐

の
引
用
で
あ
る
・

「
婆

た
し
な
む
器
」
は

『
荘
子
』
と

「
瓢
」
の
意
味
を
変
え
三

以
ポ

墾

か
ら
引
苗

し
て

タ

モ

ン
バ

カ

ツ
テ

ツ
ク

テ

い
る
。

「
大

樽

に
造

り
て
江

湖

を

わ

た

れ
」

は
、

「
何

不

下

慮

以

為

二
大

樽

略
、

而
浮

中
乎

江

湖
レ
」

に
拠

っ
て

い
る
。

「
吾

ま

た
後

の

キ

タ
ナ
キ

カ
ナ

恵
子

に

し

て
、

用

る

こ
と

を
知

ら
ず

」

は

「
夫
子

固

二
拙

二
於

用

"
二
大

ヲ
突

。

…

…
猶

有

ン

蓬

之

心

一
夫

」

を

思

い
合

わ

せ
て
言

っ
た

も

の

で
あ

る
。

こ

の
よ
う

に
、

『
荘

子

』

の

こ
と
ば

の
引

用

し

て
、

モ

ソ
タ

ー
ジ

ュ
の
妙

を
発

揮

し
、

風

狂

に
興
ず

る
筆

致

で

『
ひ

さ
ご
』

を

紹

介

し
、

「
吾

ま

た
後

の
恵
子

に
し

て
用

る

こ
と

を

知

ら
ず

」

と
結

ん

で
後

段

に
入

る
。

後

段

で

は

「
つ
ら

く

そ

の

ほ

と
り

に
睡

り
、
あ

や
ま
り

て
此

う
ち

に
陥

る

…

…

し

ら
ず

、
是

い
つ

れ

の

と

こ
ろ

に

し

て
乾

坤

の
外

な

る

こ
と
を
」

と
、

『
ひ
さ
ご
』

の
内
容

を
述

べ
て
、

好
意

に
満

ち
た
批
評

の

こ
と
ば

と
し
て
い
る
。

無
何
有

之
郷

に
遊

ん
で
迫
遙
乎

と
し
て

大
樗

の
下

に
寝

臥

し

(
適
遙
遊
)
、
世
俗
紛
紛

の
争

い
を
超

え
、

天
地

の
外

に
か
く
の
如
き

の
世
界
あ
る

こ
と
を

知

っ
て
い
る

(
同
上
林

註
)
境

地
が

こ
こ
に
示
さ
れ
、

大

瓠

の
寓
言

の
意
味
す
る
と

こ
ろ
ー

「
無
用

の
用
」
ー

と
、

風
狂

と
が

た
く
み
に
結
び

つ
け

ら
れ
、

調
和

さ
れ
て
、
前

段

の

『
荘
子
』
的
表
現

と
均
衡

の
と
れ
た
対
応

を
な
し
て
い
る
。

文

末

の

「
出

て
、

そ
の

こ
と
を
云

て
、

毎

日
此
内

に

を
ど
り

入
。
」

は
、
前

・
後

段
を
統

一
し
、
序

全
体
を
し

め
く
く
る

こ
と
ば

と

し
て
、
内
容

の
あ
る
結

び
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
序

は
、

越
人

の
傑

作

で
あ

っ
て
、

『
暖
野
』

の

「
鷹
が

ね
歌
仙
」

と
と
も

に
、

彼

の
作
品

の
中

の
ピ
ー
ク
を
な
す

と
同
時

に

『
荘

子
』

と

の
か
か
わ
り

に
於

て
も
、

ま
た
最
も
精

神
的

な
高

み
に
達

し
た
時
期
を
示

し
て
い
る
。

以

上

の
作
品

に
よ

っ
て
、
越
人

の
俳
壇

に
初
登
場

し
た
頃

か
ら

三
十
代
前
半

に
わ

た
る

時
期

に
於
け
る

『
荘
子
』

と

の
か
わ
り

の
発
展

の
あ
と
を
窺
知
す
る

こ
と
が

で
き
る
。
最
初

は
知
的
、
訓
詰
注

釈
的

に

『
老
子
』

と
と
も

に
こ
れ
を
学

び
、
文

学

の
面

に
於

て
は

『
荘
子
』

の
言
を
取

っ
て
題

と
し
て
発
句

を
作
り
出
す

こ
と
に

つ
と

め
て
い
る
。

そ
れ

は
観
念
的
、

知
巧
的

な
換
骨
奪

胎

の
手
法

に
終
始

し
て
い
る

だ
け

で
あ
る
。

『
荘
子
』
を
学

ん
で
得

た
知
識
が
記
憶

の
段
階

に
と
ど
ま

っ
て
い
て
、

思
想

・
世
界
観

の
内
実

の
契

機

に
ま
で

同
化

さ
れ

越

人

と

「
荘

子
」
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人

文

研

究

第
二
十
七
輯

て
い
な

い
。

つ
ま
り

『
荘
子
』
的

な
も

の
の
見
方

や
感
じ
方

が

モ
チ
ー

フ
と
な

っ
て
、

彼

自

身

の
詩
的
感

動
を

形
成
す

る
と
い
う
と

こ
ろ

に
至

り
得

て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
元
禄
元
年
冬

か
ら
同

三
年

に
わ
た

っ
て
、

芭
蕉

と
親
近

し
、

起
居
行
動

を
と

も
に
す
る

よ
う

に
な

っ
て
か
ら
、

『
荘
子
』

の
思
想

と
世
界
観

の
内
実

に
目
が

ひ
ら
け
、

こ
れ

と
文

学

と
を
統

一
的

に
把
握

で
き
る

よ
う

に
な

っ
て

い

っ
た
。

そ
れ
が
作
品

に
表
現

を
得

て
、

「
鷹
が

ね
歌
仙
」

の
付

句
や

『
ひ
さ
ご
』

の
序

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

彼

の

『
荘
子
』

へ
,の
関

心
は
、

天
和
ー

貞
享

の
蕉
門

の

『
荘
子
』
探
究

の
刺
戟
下

に
お

こ

っ
た
。

し
か
し
、

初

め

は
芭
蕉

や
江
戸
蕉
門

か
ら
遠

く
離

れ

た
ま
ま
、

名
古
屋

で
漢
学

の
師

に

つ
い
て
た
だ
通
常
的

な
訓
詰
注
釈

を
学

ん
で
、

知
的
、

外
面
的

な
理
解
を
得

る

に
と
ど
ま

っ
て

い
た
の
で
あ

る
。

と
は
い
え
、

こ
れ
が
基

礎

に
な

っ
て
、
貞
享

四
年
以
後
芭
蕉

と

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り

に
多

く
学
び

と
る
こ
と
が

可

能

に

な

っ

た
。

『
笈

の
小
文
』
1

『
奥

の
細
道
』

の
旅

を
経

て

『
暖
野
』
ー

『
ひ
さ
ご
』

・

『
猿
蓑

』

の
作
風

を
展
開

し
て
ゆ
き

つ

つ
あ

っ
た

時
期

の
芭
蕉

は
、
造

化
随
順
、
不
易
流

行
、
風
雅

の
誠

に
つ
い
て
の
問
題
意
識

に
立

っ
て
、

『
荘
子
』

へ
直
接
真
摯

な

問

い
か
け

を

重

ね
重

ね

て

い
る
時

で
あ

っ
た
。

こ
の
時
期

の
芭
蕉

に
直
接
見
、
聞
き
得

た
の
は
越
人

に
と

っ
て

し
あ
わ

せ
で
あ

っ
た
が
、

こ
う

し

た
…機
会
を
逃
さ

ず

師

に
学
び
と
る
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
の
は
、

ま
た
越
人

に
才
能

と
努
力
が
あ

っ
た
こ
と

に
な
る
と

し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

元
禄

三
ー
四
年

を
文
学
活
動

の
ピ

!
ク
と
し
て
、

以
後
彼

は
芭
蕉

か
ら
遠
ざ

か
り
、

六
十
代

に
達
す
る
ま

で
二
十
余
年

の
大

き
な
空

白

の
時

を
過
ご
す
。
そ

の
間

の
彼

の
動
静
も

ま

っ
た
く
不
明

で
あ
る
。

正
徳

五
年

(
一
七

一
五
、

六
十
歳
)
、

「
尾
陽

名
古

屋
越
人
」

と
し
て
歳

旦
帖
を
出

し
て
俳

壇

に
復
帰
し
、

享

保
二
年

(
一
七

一
七
、

六
十
二
歳
)

に
は
、

『
鵠

尾
冠
』

を
撰

し
て
板

行

し
た
。

こ
れ
に
は
、

越
人

と
そ
の

一
派

の
、
古
詩

・
古
語

・
故
事

等
を
題
と

し
た
発
句

を
は
じ

め
と
し
て
、

神
祇

・
釈
教

・
述

懐

・
恋

・
祝
等

の
句
が
並

べ
ら
れ
て
お
り
、

そ

の
中

の

「
題
古
語
」

の
部

に

以

㌘
天
地

↓
為

二
大
炉

↓
以

び
造

化
巧
為

二
大

冶
↓
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サ

な
ひ

コ

臼
再

や
打
鉄
床

の
い
な
ぴ

か
り

と

い
う
越
人

の
句
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部

に
は
、

や
は
り

『
荘
子
』

の
語

(
胡
蝶
之
夢
)

を

題

と
し
た

一
空

の
発
句
、

『
老
子
』

の

語

を
題
と
し
た
先
子

・
時

楓

の
発
句
も

っ
ら
ね
ら
れ
て

い
る
。

越
人

の
句

の
題

と
し
た

『
荘
子
』

の
言

は

「
大
宗
師
」

か
ら

採

っ
た
も

の

で
あ

る
。

『
荘
子
』

の
こ
と
ば

は
、

す
べ
て
を
造
化

の
自

然

に
ま

か
せ
る
べ
き

こ
と
を
説

い
た
寓
言

で
あ

る
が
、

こ
れ
が
深
遠
な
哲
学
的

世
界
観

を
実

に
簡
潔

に
ぴ
し
り
と
表
現

し
て

い
る

の
に
く
ら

べ
、

越
人

の
句

は

『
荘
子
』

の
言

の

天
地
ー
大
炉
、
造
化
-
大

冶

に
ひ

っ
か

か
り
、

白
雨
を
大
冶

に
見

立
て
て
句
作
り

し
て

い
る

に
す
ぎ
ず
、

翻
案

と
は

い
い
な
が
ら
思
想

の
内
実

を
失

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

『
鵡

尾
冠
』

に
は
、
右

の
白
雨

の
発
句

の
ほ
か
に

『
荘
子
』

と
か
か
わ
り

の
あ

る
越
人

の
文
章
が
四
篇

見
出

さ
れ
る
。

次

に
そ
れ
を
見

て

み
よ
う
。

一
、

峨

媚
山
論
労
発
句

モ

ツ

盆

石

あ
り
。

十
指

に
捧

グ
。

あ

る
じ

名
付

る

に
峨

帽

を
以

て
す

。

予
、

其

形

勢

を
聞

て
甚

だ
称

す
。

あ

る
人

の

日
、

一
掬

の
小

石

何

ン

ぞ

峨

媚

の
大

イ
成
名

を
用

ン
や
。

我

答

て

日
、

君
蓬

の
心

成

か
な
。

…

…
今

此

小
峯

、
思

ふ

に
荘

周

い

は
ず

や
、
夜

半
負

レ
山

走

る

と
。

人

は
荒

唐

の
言

と
す

。

我

は

し

か
ら
ず

。

迂

潤

な

ら

ん

や

は
。

さ

ら

に
此
小

石
絶

頂

の
素

白

は
、

四
時

不

ソ
消

の
雪

、

ま

こ
と

に
大

山

な

り
。

不

レ
知
負

ン
で
走

る
山

を
。

此
家

に
捨

た
る
成

べ

し
。

帽
山
く

雪
も
千
と

せ
の
峯
白

し
(-
)

越

人

文

中

の

「
君
、
蓬

の
心
成

か
な
」

は

「
迫

遙
遊
」
篇

「
恵
子

の
大

瓠
」

の
警
喩
、

「
夜
半
負

レ
山
走

る
」
、

「
負

ン
で
走
る
山
」

は

「
大

宗
師

」
篇

の

「
恒
物
之
大
情

」

の
警
喩

に
拠

っ
て
い
る
。

(
越
人
は

こ
の
警
喩

が

気

に
い

っ
て
、

さ
き

に

『
瞳
野
』

さ
ざ

え

の
句

に
も
用

い
た
が
、

ま

た

「
負
山
婁

」
と
、
そ

の
別
号

に
も
用

い
は
じ

め
て
い
る
。

)
ま

た
、

「
人
は
荒
唐

の
言

と
す
」
は

「
斉

物
論
」

の

「
夫
子

ハ

越

人

と

『
荘

子
』
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人

文

研

究

第
二
十
七
輯

以
ナ
為

ン
孟
浪

之
言

↓
」

の
口
ぶ
り
を
借
り

て
、
「
孟
浪
」

の
代

り

に

「
荒
唐
」

の
語
を
あ

て
た
の
で
あ
る
。

「
荒
唐
」

は

「
天
下
」
篇

に
、

コ
ト

は
る

か
に

ビ
ほ
を

お

ほ
を

く
き

は
ま
り

な
き

は
じ

め
も

以

評
謬

悠

ノ
之
説

、

荒

唐

!
之

言

、

無

-
端

-
崖

ノ
之
辞

↓
、

時

二
恣
縦

ニ
シ
テ
而
不

レ
償

セ
。

(

謬

悠

の

説

、

荒

唐

の

言
、

無

を
は

り
も

な
を

ほ

し

い
ま

ま

端

崖

の
辞

を

以

て
、

恣

縦

に

し

て
償

〔
党

〕

せ
ず

。

)

と

あ

る

の

に
取

る

。

二
、

次

に
、

宗

因

の
句

、

酒

一
升
九

月

九

日

使

菊

を

論

評

し

た

一
文

に
は
、

　
　

　

今

時

皆

ま
ぎ

ら

か
す
事

の
上
手

多

し
。

…

…
今

の
人

の
心
、

す

べ

て
今

日
往

四
越

二
至

ン
昨

日

一
と
荘

周

が

わ

ら

ひ

し

に
似

た

り
。

と

あ

る

が
、

荘

周

が

こ
と
ば

と

い
う

の

は
、

「
斉

物

論

」

に
、

ケ

ウ

キ

ノ
ウ

ナ
リ

未

か
シ
テ
レ
成

ユ
乎

心

鴫
而
有

ン
是

非

一、

是

レ
今

日
適

げ
越

二
而

昔

至

ル
也

。

是

以

"
無

瞬
テ
有

.
卜
為

欧有

リ
ト
。

無

瞬
テ
有

.
ト
為

察

有

卜
、

錐

レ

ま
か

こ
れ

た
び
だ

蓉
の
ふ

有

コ
神
禺

一、

且

不
四
能

レ
知

.
ト
。

(
未

だ

心

に
成

せ
ず

し
て

是
非

〔
を

あ

げ

つ
ら

ふ
〕

有

る

は
、

是

今

日

越

に

適

ち

て

昔

至

り

て

あ

る

な

ま

さ

な
り
。
是
、
有

る

こ
と
無
き
を
以

て
有

り
と
為
す
な
り
。
有

る

こ
と
無
き
を
有
り
と
為
さ
ば
、

神
禺
有
り

と
錐
も
、

且

に
知
る

こ
と
能

は
じ
。
)

と
あ
る

の
を
さ
す
。
記
憶

に
よ

っ
て
引

い
た
ら

し
く
、
荘
周

の
語
と

し
て
し
る
す

の
が
、

文
字

も
異

っ
て

い
れ
ば
、

漢
文

の
体
も
な
し

て

い
な

い
。

三
、
舎
了
翁

は
武
門

に
立

て
、
…

…
燕
居

に
は
詩

に
歌

に
又
俳
譜
を
以
て
楽

む
。

更

に
禅

骨
有

て
物

に
か
義
は
ら
ず
。

其
句
見

へ
来
る
を

ス

ス

い
ら

て
如

ン
流

水

司
、

清

濁

に
心

な

し
。
実

に
為

窓

善

ラ
無

ル
近

妙
コ
ト
名

二、

為

窓

悪

.
無
ゆ
近

吻
コ
ト
刑

二
。

又
慰

楽

に
跡

な

し
。

何

ン
ぞ

致
誉
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忌

あ
ら
ん
や
・
何
・
ぞ
慧

の
心
を
し
ら
む
や
・
予
菱

象
を
あ
ふ
い
で
・
独
吟
を
窪

し
る
菟

冬
嶺

を
見

れ
ぽ
枯
木

や
羅
漢

達

舎
了
翁

一

空

(
以
下
独
吟
歌

仙
、
略
す
)

右

の
文

中
、
舎
了
翁

一
空

の
人
柄

と
俳
譜

を

た
た
え
た
漢
文

の
部
分
は
、

「
養
生
主
」
篇

の

ス

す

為

ゆ
モ
善

.
無

レ
近

"
ク
〃
.
ト
名

二。

為

睡
悪

ヲ
無

四
近

"
ク
ル
ζ

ト
刑

二
。

(
善

を

為

る

も
名

に
近

づ

く

る

こ
と
無

か

れ
。

悪

を
為

る
も

刑

に
近

づ

く

る

と
無

か
れ
。
)

に
拠

っ
て

い
る
。

次

に
、

一
空

が

慰

楽

に
跡

な

く
、

殿
誉

に
心

な

く
、

好

悪

の
心

を
知

ら

な

い

の
を
取

り

た
て

て
述

べ

て

い
る

の
も
、

一

空

に
世

俗

を
超

越

し

た
老
荘

的

な
気

象

の
あ

る

こ
と
を

い

っ
て

い
る

の
で

あ
る

。

四

、

人

の
心

は
天

地

と

一
般

に
し

て
霊

妙

成
物

也
。

天
地

も

人

の
心

に
随

ふ
。

:
…

・人

好

ユ
奇

異

↓
時

は
、

奇

異

随

け
人

二出

る
。

奇

異

随

瞠

タ
バ

コ

人
出

て
後
チ
人
随

コ
奇
異

略
。
万
事
如
レ
此
。
近

世
菊

作
ル
人

と
莫
入
作

る
者
、
無
尽

の
奇
異

を
出

ス
。
…
…
奇
異
を
愛

す
る

は
我
心

な
り
。

其
変
化
也
、
荘
周

も
説
事

不
レ
能
、
蘇
秦

・
張
儀

も
口
を
何

。
ぞ
開

ヵ
ん
。

若
水
子

の
起
句
を
見

て
、

文

盲

の
越
人
、

柳

か
思

ふ
所

を
書

し
て
、
人

に
笑

は
れ
ん
と
也
。

た
ば

こ
入
作
る
対

か
な
菊
作

り

若

水

ζ
サ
ボ

(
4
)

松

の
操

に
疵

つ
け
る
蔦

越

人

(
以
下
歌
仙
、
略
。
)

こ
こ
で
は
荘
子

の
所
説
が
、
蘇
奏

・
張
儀

の
長
広
舌

と
同
列

の
饒
舌
と

し
て
扱

わ
れ
て
し
ま

っ
て

い
る
。

所
説

の
警
喩
が
奇
異

に
お
よ

ぶ

こ
と

は

『
荘

子
』

の
文
体

の
特
徴

で
あ
る
が
、

そ

の
深
層

に
貫

か
れ
て
い
る

思
想

と
論

理
が
越
人

に
は
見
失
わ
れ

て
来

て
、

た
だ
論
述

の
表
層

だ
け
が
取

り
上
げ

ら
れ
、
あ
げ

つ
ら
わ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

ま

た

『
荘

子
』

に
お
い
て
は

作
為
を
何

よ
り

越

人

と

「荘

子
」
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人

文

研

究

第
二
十
七
輯

も
排
す

る

の
に
、
越

人
は
奇
異

を
作
為
す
る

こ
と
を
人
心

の
霊
妙
と

ほ
め
上
げ
、

感

じ
入
る

こ
と

に
な

っ
て
了

っ
た
。

ま
さ

に

「
文

盲
」

な

こ
と

で
あ
る
。

以
上

の

『
鵡

尾
冠
』
所
出

の
作
品

を
通

し
て
、

こ
の
時
期

に
お
け
る
越
人

と

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り

の
在
り
方

と
深
度

と
を
考

え
て

み
よ
う
。
越

人
は

『
荘
子
』

の
言
説

を
引

い
て
自
己

の
見
解

に
織

り

こ
み
、

寓

言
を
讐
喩

の
奇
警
を
も

っ
て
取
り
用

い
て
い
る
。

あ
た
か

も

『
荘
子
』

と
同
次
元

に
立

っ
て

い
る
か
の
よ
う
な

口
ぶ
り
で
、
衝
学
的

な
表
現

を
意
識
的

に
誇
示

し
て
い
る
。

し
か
し
、

寓
言

を
取

り

用

い
て
も
、
讐
喩

の
表
層

に
か
か
ず

ら

っ
て
い
る
だ
け

で
、
世
界
観
、

思
想

の
内
実

に
か
か
わ
る

こ
と
な
く
、

思
考
型
式

に
於

て
も

『
荘

子
』

の
哲
学
性

か
ら
遠

く
離

れ
て
来

て
し
ま

っ
て

い
る
。

た
と
え
ぽ

「
峨

媚
山
論
」

の
よ
う

に
、

「
恒
物

之
大
情
」

の
警
喩
を

引

い
て
、

ご
と
ご
と

し
く
論
ず

る
と

こ
ろ
は
、

僅

か

一
掬

の
石
塊
愛

玩

の
弁

で
あ
る
。

物

を
以

て
事

と

な
さ
ざ

る

『
荘
子
』

の
思
想

(
「
徳
充

符
」
)

を
見
失

っ
て
、

玩
物
喪
志

の
あ
げ

つ
ら

い
に
、

こ
と
こ
之
し
く

『
荘
子
』

の
讐
喩

の
こ
と
ぽ

を
、

そ

の
意
味

か
ら
引
離

し
て
用

い
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、

恣
意

の
断
章

に
よ
る
引

用

は

『
荘
子
』
を
も

っ
て
自

己

の
世
界
観

の
拠
り
所

と
す

る
者

の
所
為

で
は
な

い
。

そ

の
極

ま
る
と

こ
ろ
は
、
荘
周

に
言
及

し
な
が

ら
作
為
を
絶
対
的

に
否
定
す
る

『
荘
子
』

の
思
想

と

正
反
対

に
作
為

を

霊
妙
な

る
も

の
ほ

め
上
げ
、

た
ば

こ
入
れ

の
細

工
や
菊
作

り
の
ご
と
き
も

の
に
感
じ
入
る
と

い
う
と

こ
ろ
に
ま
で
陥

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

舎
了
翁

一
空

の

独

吟
歌
仙

に
与
え

た
詞
書
は
武
門

に
立

っ
て
禅
骨

あ
る

一
空

の
人
柄
と
、

そ

の
人
柄

に
発

す
る
作
品

の
美

点
長
所

を
述

べ
る
た
め
、

『
荘

子
』
的

な
視
点

か
ら
草

し
た
も

の
で
、

こ
こ
に
は

『
荘

子
』

に
対
す

る
姿
勢

が
正
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
は
対
象

人
物

と
詞
書

の
性
質

上
、

こ
う

い
う
結
果

に
な

っ
た

の
で
、

こ
れ
を
以

て
越

人
と

『
荘
子
』

の
当
時

に
お
け

る
か
か
わ
り

の
正

し
さ
と
深
さ
さ
を

言

う

こ
と
は
で
き

な

い
で
あ

ろ
う
。

『
鶴
尾
冠
』

の
作
品

で
は
、

「
荘
周

い
は
ず

や
」

(
餓

媚
山
論
)
、

「
荘
周
が

わ
ら

ひ
し
に
似

允
り
し

(
酒

一
升

の
句

の
詞
書
)
、

「
荘
周
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も
説
事

不

レ
能
」
(
た
ば

こ
入
れ

の
句

の
詞
書
)
と

い
う

よ
う
に
、

「
荘
周

」

の
名

を
挙
げ

て
、

そ

の
説

を
引

用
し
て
い
る

こ
と

の
多

い

の

が
目

に
た

つ
。

『
荘

子
』

の
名

を
明
示

し
、

そ

の
言
説
を
自
己

の
所
説

の
裏
付

け
と

し
て
使
用
す

る
対

『
荘
子
』

の
態
度

に
も
、

越
人

の

『
荘
子
』

に
対

し
て
持

っ
た
か
か
わ
り
が
う

か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
は
芭
蕉

が

「
南
花

の
心
を
見

よ
」

(
蓑
虫
説

賊
)
、

「
南
華
老
仙

の
唯
利

害

を
破
却

し
、
老
若

を
わ
す
れ
て
、
閑

に
な
ら
む

こ
そ
、

老

の
楽

と
は
云

べ
け

れ
。
」

(
閉
関
之
説
)
と
、

『
荘
子
』

の
思
想

に
自

己

の

文
学

と
世
界
観

の
究
極

の
拠

り
所
を
求

め
よ
う
と
し
た

の
と
根
本
的

に
異

っ
た
態
度

で
あ
る
。

自
己

の
所

説

を
権
威

づ
け
る
た
め
に
、

荘

周

の
名

と
言
説

を
取

り
用

い
て
い
る
が
、
そ
れ

は

『
荘
子
』

に
与

え
ら
れ

て
い
る
常
識
的
な
権
威

と
、

警
喩

・
表
現

の
奇
警

を
利

用

し
よ

う
と
し

て
い
る

に
す
ぎ
な

い
。

生
き
た
精
神

の
交
流
を
杜
絶
し
、

既
成

の
通
念

に
立

つ
注
釈
的
な
理
解

に
よ

っ
て
、

『
荘
子
』
を

一
般

の

典
籍

と

ひ
と
し
な

み
に
扱

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
し
て
、

越
人

の
六
十
代

に
お
け
る

『
荘
子
』

と
の
か
か
わ
り
は
、

生
命
的

な
も

の
を
喪
失

し
て
、
常

識
的
、
訓
詰
的
な
理
解

の
面

に
低
下

し
、

『
荘
子
』

は
彼

の
漢
学

の
教
養

一
般

の
次
元

に
並

べ

こ
ま
れ
て
き

て

い
た
の
で
あ
る
。
小
出
洞
斎

の
序

を

『
鵠

尾
冠
』

に
得

て

い
る

こ
と
や
、

同
書

に
お
け
る
衝
学

ぶ
り
か
ら
考
え
れ
ば
、

越
人

は
六
十
代

以

前

の
空

白
時
代

か
ら
漢
学

を
学

ん

で
い
た

こ
と
は
た
し

か
で
あ
り
、

そ

の
間

に

『
荘
子
』
も

漢
籍

の

一
部

と
し
て
読

み
か
え
し
た
も

の
で

あ

ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
し

か
し
、
そ

の
こ
と
が

か
え

っ
て
越
人

を

し
て

漢
籍

の
推
積

の
中

に

『
荘
子
』

の
真
義
を
見
喪

わ
し
め
た
の
で
あ

ろ
う
。

『
鵠
尾
冠
』

を
出

し
た
後
、
越
人

は
ふ
た
た
び
長

い
空
白
沈
黙

に
陥

る
が
、

八
年
を
経
た
享

保
十
年
頃

か
ら
最
後

の
活
動
期

に
入
る
。

享

保
十
年

の
歳
旦

の
詩

に
彼

は
所
懐

を
述

べ
て
い
う
。

除

夜

年
古
来
希

ナ
リ
以

ン
リ
逸
民

一

水
、
鴎
羨

け
我

、
市
、
中
ノ
眠
リ

越

人

と

「
荘

子
偏
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人

文

研

究

第
二
十
七
輯

へ
　

　

銭

-
繕

空

ク
見

ル
今

-
宵

!
酒

天

ー
命

以

以
貧

テ
豊
悪

け
貧

ヲ

こ
の
詩

に

は
杜

甫

と

と
も

に

『
荘

子

』

の
影

響

が
著

し

い
。

結

句

の

「
天

-
命

以

以
貧

,
豊

悪

ワ
貧

ヲ
」

は

「
大

宗

師

」

篇

の
左

の
二
節

の

所

説

に
拠

っ
て

い
る
。

ア
ヅ

カ

ラ

ぞ

れ

の

死

生

ハ
命

ナ
リ
也

。
其

.
有

レ
夜

旦
.
之

常

一、

天

ナ
リ
也
。

人

之

有

噴

所

・
不
艶
得

ア
与

一、

皆

物

.
之
情

ナ
場
也
。

(
死

生

は
命

な
り

。

其

夜

あ
つ

す
が
た

と
旦
の
常
有

る
は
天
な
り
。
人

の
得

て
与

か
ら
ざ

る
所

は
、
皆
物

の
情

な
り
。
)

ラ

、
イ
ナ

ル
カ

ナ

ナ

サ
シ
メ

ン
ト

ス

偉

哉

夫

ノ
造

物

ノ
者

、

将

き
以

・
予

ヲ

為

二

此

ノ
拘

拘

境

,
ト
ヲ
也

。

…

…

予

何

ゾ
悪

マ
ン
ヤ
。

…

…

且

タ
夫

.
得

ハ
者

時

ナ
リ
也

。

失

ハ
者

順

也

。

安

⇔
テ
時

ヲ
而

処

曜
順

二
、

哀

楽

モ
不

・
能

レ
入

ル
コ
ト
也

。

此

レ
古

,
之

所

,
謂

県

-
解

ナ
リ
也

。

而

ヲ
不

秋

能

二
自

解

↓
コ
ト
者

、
物

.
有

〃
バ
ナ
リ
結

・

イ
ヅ

ク

ン
カ

お
ほ

か

之

ヲ
。

且

タ
夫

.
物

ハ
不

裸

勝

レ
天

二
久

シ
突

。
吾

又

何

悪

写

焉

。

(
偉

い
な

る

か
な

夫

の

造

物

の
者
、

将

に
予

を

以

て

此

の
拘

拘

た

る

に

く

ま

そ

め

ぐ

こ
と

を
為

さ

し

め

ん

と
す
。

…

…
予

、

何

ぞ
悪

ま

ん

や
。

且

た
夫

れ
得

る

も

の
は
時

な

り

。

失

ふ
も

の

は
順

り
あ

は

せ
な

り
。

時

を

安

め
ぐ

を

し

と

し

て
順

り

あ

せ

の
ま
ま

に
処

る
、

哀

楽

も

入

る

こ
と
能

は
ざ

る

な

り
。

此
、
-
古

の
い

は
ゆ

る
県

解

な

り
。

而

る

を

自

ら

解

く

こ
と

ま

そ

い
つ

能

は
ざ

る
は
、
物

の
之
を
結

ぶ

こ
と
あ
れ
ば
な
り
。

且
た
夫

れ
物

は
天

に
勝

た
ざ

る

こ
と
久

し
。
吾
又
何
く

ん
か
悪

ま
ん
。
)

ヲ

ヘ
イ
ナ

ル
カ

ナ

イ
ゾ

ク

ン
カ

「
偉

哉
、
夫

.
造
物
,
者

…
…
吾
又

何

悪

マ
.
焉
」

は
、
『
鵠
尾
冠
』

の

「
白
雨

や
」

の
題
、
「
以
」」天
地
り
為

二
大
炉

↓
、

以

ン
造

化
り
為
二

大
冶

↓
」
と

一
連

に
な

っ
て
い
る
警
喩

で
、

越
人
も

よ
く
読

ん
で
い
た

は
ず

の
も

の
で
あ
る
。

貧
窮

に
生
涯
を
過

し
、

貧

を
よ
く
詠

ん
だ

越

人

で
あ

る
が
、

齢
古
稀

に
達

せ
ん
と
し
て
、

こ
の
詩

は
さ
す
が

に
淡

々
と
境
涯
を
詠
じ

て

天
命

に
安

ん
ず

る
自
己
を
描

き
得

て
い
る
。

造

化

の
然
ら
し
む
る
と

こ
ろ
に
随
う
心
境

が
、

そ

の
除
夜

の
宵

の
彼

の
胸
中

に
暫

し
た
ゆ
た

っ
た

こ
と

で
あ
ろ
う

か
。

こ
の
歳

旦

の
詩

が
発

表
さ
れ
た
翌

々
年
、

享
保

十
三
年

(
一
七

二
八
)
十
月
、

七
十
三
歳

の
越

人

は

『
庭
竈
集
』
を
編

集
板
行

し
た
。

芭
蕉

・
諸
門

人

の
作
品
、
越

人

お
よ
び

そ

の

一
派

の
作
品
が
収

め
ら
れ

て
い
る
が
、

そ

の
中

に

『
荘
子
』

に
関
係
あ
る
彼

の
作
品
、

所

説
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、

が
三

か
所

に
出

て
い
る
。

一
、

周
ガ
之
夢

二為
ン
カ
胡
蝶
↓
、
胡
蝶
ガ
之
夢

二
為

ゆ
力
周
卜

蝶

に
問

ん
金
数

へ
見

る
其
現
ッ

た
ま

た
ま
金

を
得

て
夢

か
現

か
と
喜

ぶ
気
持

を
胡
蝶
之
夢

の
寓

言

に
結
び

つ
け

た
の
で
あ
る
。

蕉
風
以
前

と
も

い
う

べ
き
駄
句

で

『
荘

子

』
も

こ
こ
に
至

っ
て
は
文
学
的

に
も
思
想
的

に
も
全
く
問

題

に
な
ら
な

い
よ
う
な

取
り
方

を
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

彼
が

序

を
草

し
た

『
ひ
さ
ご
』

に

順
礼

死

ぬ
る
道

の
か
げ

ろ
ふ

何

よ
り
も
蝶

の
現
ぞ
あ

は
れ
な
る

と
い
う
付

合

い
の
あ
る
の
を

よ
く
知

っ
て
い
る
上

で
、

き

で
あ
る
。

二
・
何
事

の
璽

へ
に
も
似
ず

三
日

の
月

吟
人

機

石
は
素
堂
が

詞
を
聞

て
、

れ
ば
、

こ
こ
に
な
ら
べ
て
跡
を

つ
ぐ
。

秋

の
ゆ

ふ
べ

は
白
う
る
り
也

　

　

フ
ク
ベ

理
屈

な

し
細
キ
蔓
か
ら
大

瓢

ナ

リ

風
衆
籔

の
形

を
ふ
く
音

機
石

の
付
句

は

「
白
う
る
り
」

越

人

と

『
荘

子
』

曲

水

芭

蕉

こ
の
よ
う
な
駄

作
を
あ

え
て
し
た

の
だ

か
ら
、

芝

響

(
花
見
歌
仙
)

越
人

も
老
衰
退
化

し
た
と

い
う
べ

な
き
人

の
面
影

を
思

ひ
、

芝
響

は
翁

の
句
を
吟
じ

て
松
下

の
塵
を
恋

ふ
る
。

と
も

に
其
情

同
じ
け

甑

哉

機

石

越

人

の
話

(徒
然
草
第
六
十
段
)
お
よ
び

『畷
野
』
の
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人

文

研

究

第
二
十
七
輯

理
を
は
な
れ
た
る
秋

の
夕
ぐ
れ

越

人

瓢
箪

の
大

き
さ
五
石
ば

か
り
也

同

に
よ

っ
て
い
る
。
越

人

は
こ
れ
に
応

じ

て

「
斉

物

論
」

の
天
籟

の
讐
喩

か
ら
付

句
を
案

じ
出

し
た
。

「
風

」
と

い
う

こ
と
ぽ
が

ま
ず
出

て

来

た

の
は
、
右

の

「
瓢
箪

の
大

き
さ
五
石
ぼ

か
り
也
」

に
付

け
た
芭
蕉

の
旬
、

風

に
ふ
か
れ

て
帰

る
市
人

が

あ

っ
た

か
ら
で
あ
る
。

「
理
屈

な
し
」

か
ら
風

を
媒
介

と
し
て
天
籟

を
連
想

し
来

っ
た

の
は

『
荘
子
』
を

よ
く
読

ん
で

い
る

者

と

い
わ

な

け
れ
ぽ

な

ら
な

い
。

天
籟

の
背
後

に
造

化

の
理
を
超
え
た

は
た
ら
き
を
説

く

の
が

林
希

逸

の
口
義

で
あ
る
が
、

越
人

は
、

さ

す

が

に

「
斉
物

論
」

の
こ
の
条
を
直
ち

に
思

い
出

し
て
、

「
適
遙
遊
」
篇

の
大

瓠
の
寓

言

に
付
け

た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、

表
現

と
し
て
は
、
寓

言

を
な
ま

の
形

で
付

合

い
の
中

に
無
理

に
押

し
こ
め
、

観
念

や
理
屈

と
景
情

と

の
融
合
統

一
に
失
敗

し
、

天
和
時
代

に
逆

転
退
行

し
て

し

ま

っ
て
い
る
。

,

七
十
歳
代

の
作
品

を
通

し
て
見

て
み
る
と
、

古
稀

歳

旦
の
詩

に
深

い
諦
念

の
上

に
立

っ
た
境

涯
を
示

し
、

詩
魂

の
浄
化
が

あ

っ
た
よ
う

に
思
わ

せ
る
が
、

「
蝶

に
問

ん
」

の
句

に
な
る
と
、

貧

に
ス
ポ
イ

ル
さ
れ
た
老
醜

を
臆
面

も
な
く
さ
ら
し
て
い
る
。

そ
う

し
て
、

「
理
屈

な

し
1
風
衆
籔

の
」

の
付
合

い
で
は
、

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ

り
が
、
知
識

の
表
層

に
と
ど
ま
り
、

世
界
観

の
内

部

に
触

れ
ず

、

詩
情

と

一
致

融
合

せ
し
め
ら
れ
て
い
な

い
。
結
局
、
享
保
十
年

の
歳

旦
詩

で
は
、

古
稀

の
齢

を
迎

え
る
と
い
う
特
殊

な
生
涯

一
回

の
感
慨
が
、

杜

甫

の
詩

と

『
荘
子
』

と
を
媒
介
と

し
て
、

狂
逸
超
俗

の
知
命

の
境
涯

と
し
て
形
象
化
さ
れ

た
の
で
、

こ
れ

は
特
別

の
作
品

で
あ

っ
た

の
で

あ
る
。

六
十
代

の

『
鵠

尾
冠
』

に
見

ら
れ
た

『
荘

子
』

の
通
俗
的
、

常

識
的

な
訓
詰
的

理
解

は
、

ま
す

ま
す
偏
固

な
も

の
に

な

っ

て

き

て
、
越
人

の
詩
精
神

は
硬
直
退
化
を
来

た

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
庭

竈
集
』

で
は
、

『
荘
子
』

お
よ
び

『
老
子
』
を

他

の
漢
籍

と

ひ
と
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し
な
み

に
の
次

元
に
置
い
て
、

そ

の
い
ず

れ
を
無
差
別

に
扱
う

こ
と
が
、
彼

自
身

の
こ
と
ば

に
も

は

ウ
き
り
述

べ
ら
れ
る
α

マ

マ

ゴ

さ

れ
ば

花

の
朝

、
月

の
ゆ

ふ
べ

の
た

わ

む
れ

に
も
、

お

の
つ

か
ら
直

キ
曲

れ

る

は

し
ら
る

べ

き
事

な

り
。

心

の
い

ま

し

め

に
は
、
謡

・

舞

・
浄

瑠
璃

・
早

歌

・
技

芸

も

成

べ

し
。

然
ば

老
荘

、

仏
氏

の
説

、

発
句

に
顕

は
る

瓦
所

、

皆

愛

に
な

ら

へ
よ

か

し
、

と
人

の

い

へ
る

へ
　

　

言
葉

に
ま

か
せ
侍

れ
ど
、
其

よ
し
あ

し
の
品

は
し
ら
ぬ
成

べ
し
。

(庭

竈
集
、

上
、

あ
と
が
き
)

こ
う

し
た
考

え
方

は
、
翌
年

の

『
猪

の
早
太
』

に
も
返
し
力
説

さ
れ
る
。

凡
俳

譜

の
学
問

は
、
物

に
か
た
よ
る
事

を
嫌

ひ
、
或

時

は
儒

と
成
、
或
時

は
仏

に
入
、
無
何
有
ノ
郷
も
、
根

の
国
も
、
転
変
自
在

な
ら

ら
　

　

ず

し
て

は
、

此
道

の
達

人

と

は

い

ひ
が

た

し
。

つ
ま

り
、

『
荘

子

』

・

『
老

子

』

は
、

漢
籍

一
般

と
同
列

に
並

べ
ら

れ

る

こ
と

か
ら
、

儒

・
仏

・
神

の
三
教

と
も

無
差

別

に
混

交

さ
れ

る

よ
う

に
な

り
、

さ

ら
に
芸

能

類

と

ま

で
同
次

元

に
取

扱

わ

れ

る

の
甚

し
き

に

至

っ
て

い
る

の

で
あ

る
。

荘

老

・
儒

・
仏

・
神

の
四

道

を

無

差
別

に
呑

み

こ
み
、

し
き

り

に

「
道

」

を

ふ
り

ま

わ

し
な
が

ら
何

れ

の

一
道

と

し

て

真

に
行

ず

る

と

こ

ろ

の
な

か

っ
た

の
が

、

近

世

に

お
け

る
俗

物

根

性

で
あ

っ
た

が
、

越

人

も

こ

の
種

俗

物

の
代

表
的

な

存

在

に
な

っ
て

し
ま

っ
た
。

『
鵠

尾
冠

』

・

『
庭

竈

集

』

で

は
、

う

ん
ざ

り
す

る

ほ
ど

の
漢
籍

・
仏

典

・
老

荘

、

神

道

書

や

日
本

古

典

の

こ
ま
ぎ

れ

を
見

せ

つ
け

ら

れ

る
。

や

た

ら

に
教

訓
性

を

お
し

つ
け

る

道

学
臭

も

『
庭

竈

集

』

の
あ

と
が

き

に
述

べ
る

と

こ

ろ
と
照
応

し

て

い
る
。

こ
の
道

学

臭

、

衝

学
趣

味

、

こ
れ

は
、

と

て
も

知
識

的

、

古

典

主
義

的

と

よ
べ

る

よ
う

な
性

質

の
も

の

で

は
な

い
。

老
化

退
廃

し

て
救

う

べ

か
ら
ざ

る

に
至

っ
た
俗
物

根

性

と

い
う

ほ

か
な

い
。

こ

こ

に

は
詩

精

神

の
荒
廃

の
露

呈
が

あ

る
だ

け

で
あ

る
。

『
荘

子

』

・
『
老
子

』

と
越

人

と

か
か
わ

り

は
.

こ
う

し

て
.
全

く

硬

直
固

定

し
た
既

成

観
念

の
形

骸

に

つ
ま
つ

い
て

し

ま

っ
て

い
る
。

し

か

し
、

そ

れ

だ

け

に
権

威

を

か
ざ

し

て
彼

の

一
派

に

の
ぞ

ん
だ

。

そ

の
影

響

で

『
鵠

尾

冠
』
・
・

『
庭

竈

集

』

に

は
、

門

流

の
作

で
も

『
荘

子

』

・

『
老
子

』

の
警
喩

・
言

説

に
拠

っ
た
も

の
が

た

く

さ

ん

見

受

け

ら

れ

る
。

越

人

と

「
荘

子
』
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人

文

研

究

第
二
十
七
輯

一
、
花

に
来

て
花
見
ず

花

に
う
そ
眠
り

越

人

山
吹

に
酔

ふ
黄
成
蝶

々

梅

夕

「
胡
蝶

の
夢
」

(
斉

物
論
)

の
讐
喩

に
よ

っ
て
い
る
。

二
、
日

の
い
ろ
寒

く

い
り
違

ふ
旗

越

人

ウ

ヅ
ボ

ケ

ン
キ

ウ

ワ

木

の

簸

圏

臼
注
鳴
る
嵐

に
て

昨

木

「
天
籟

」

(
斉
物

論
)

の
讐
喩

に
よ

っ
て
い
る
。

三
、
蝶
荘
子
跡
な

く
夢

に
喰
れ
け
り

一

空

「
胡
蝶

の
夢

」

の
警

喩

に
よ

っ
て

い
る
。

四
、
羽
織

の
雪

を
払

ふ
蝶

々

湖

島

夢
覚

て
宿

か
と
見

れ
ぽ
春

の
野

に

木

鶏

三
、
と
同
じ
。

メ
ク

サ
シ

五
、
猿
釣
ラ
む
夢

の
胡
蝶

を
餌

に
刺

て

湖

秋

舟

は
魏

王

の
其
瓢
な
り

柳

糸

「
胡
蝶

の
夢
」

お
よ
び

「
恵
子

の
大

瓠
」

の
警
喩

に
よ

っ
て
い
る
。

六
、
霞

や
四
方

に
名

は
実

の
賓

黄

雀

カ

ラ虚
に
な
る
蕪
は
花
に
皆
咲
て

肱

枕

「
値
鼠
鵬
鵬
」

(趙
遙
遊
)
の
讐
喩
に
よ
っ
て
邸
る
。

/

(

『
鵠

尾
冠

』

、

「
た
ぽ

こ
入

れ
歌

仙

」
)

(
『
鵠

尾
冠

』

、

「
矢

な

み

よ
り
歌

仙
」

)

(
『
鵠
尾
冠
』
)

(
『
鵡

尾
冠

』

、

「
酒

一
升
歌

仙

」

)

(
『
鵡

尾
冠
』
、

「
草

の
戸

に
歌
仙
」
)

(
『
鶴
尾
冠
愚
、

「
曙

の
歌
叡
慮

歌
仙
し
)
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ハ
ユ

七
、

こ
こ
ろ
も
草

の
生
る
生
壁

兎

耳

量

あ
る
身

に
量

な
き
世
話

を
焼
ク

市

行

(
『
鵡

尾
冠
』

「
曙

の
叡
慮

歌
仙
」
)

カ
ギ

リ

ヲ

モ
ウ

ユ
ト

ハ

「
朝

菌

不

レ
知
二
晦

朔

一」

(
遣

遙

遊

)

の
警

喩
、

お

よ
び

「
養

生

主

」

の

「
吾

ガ
生

ハ
也
有

・
涯

、

而

知

也

無

・
涯
り
。

以

け
有

四
涯

随

"

ア

ヤ

ウ

キ

ノ

リく

無

に
涯

、

殆

巳

」

に
拠

っ
て

い
る

。

　
マ

マ
　

八
、

山

梁

の
声
、

空

谷

に
伝

へ
て
、

其
形

は
不

・
見

へ
、

不

乙
噺
三
畜

コ
ン
,
ト
乎

焚

中

一
と

い

ふ
言

葉

を
思

ひ
出

し

て
、

雑
子

何

所

木
魂

は
声

の
影
法

師

飛

泉

(
『
鵡

尾

冠
』

)

「
養

生

主
」

篇

の
沢
雄

の
讐

喩

に
よ

っ
て

い
る
。

九

、

静

二
三
ア而

聖

タ
場
。

動

一ア
王
タ
リ
。

無

為

ニ
シ
テ
也

而
尊

シ
。
撲

素

ニ
シ
テ
而

天
下

莫

,
能

ク
与

・
之

争

"
.
卜
美

。

世

の
中

を

ま

か
せ

て

み
た

き
柳

か
な

先

子

(

『
鵡

尾

冠

』

)

「
天

道

」
篇

の
こ
と
ば

に

よ

っ
て

い
る
。

十
、

知

帥
足

・
ト
ヲ
足

ル
ハ常

二
足

リ

井

の
内

も

住

メ
ぽ

蛙

の
み

や

こ
か
な

時

楓

(

『
鵠

尾

冠

』

)

題

は

『
老

子

』

「
倹
欲

章

第

四
十

六
」
、

句

は

『
荘

子

』

(
秋

水
)

の

「
井
竈

ハ
不

・
可

馳
フ以

.ア語

フ
於

海

り
」

に

よ

っ
て

い
る
。

十

一
、

郡

邸

の
夢

を
見

つ
ぐ

や
帰

花

簑

笠

タ

ン
ポ

へ

氷

る
胡

蝶

の
と
ま

る
蒲

英

問

景

(
『
庭

竈

集

』
、

「
帰

花

歌

仙

」

)

前

句

は

「
郡

郷
之

歩
」

の
警

(
秋

水

)
、

付

句

は

「
胡

蝶

之
夢

」

の
警

喩

に
よ

っ
て

い
る
。

十

二
、

沢
雑

ハ
十
歩

ニ
シ
テ
一
-
啄

、

百

ー
歩

ニ
シ
テ
一
-
飲

、

越

人

と

『
荘

子
』
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人

文

研

究

第
二
十
七
輯

モ
ト

メ

ヤ

シ
ナ

ハ

レ
ン

コ
ト

ヲ

不

・

薪

レ
畜

二

奨
-
中

く

マ
セ

欄
を
結

ふ
庭

は
願

は
ぬ
野
菊

哉

恰

石

(
『
庭
竈
集
』
)

「
養
生
主
」

の
沢
維

の
讐

喩

に
よ

っ
て
い
る
。

十

三
、

石

田
治

部
少
輔

恩
を
不
レ
知
、
時

を
不
レ
知
、
人

を
不

レ
知
、
身
を
不

レ
知
、
只
知
る
物

は
利
欲

に
て

蟷
螂

が
何

二
車

に
挙
る
腎

梅

石

(
『
庭
竈
集
』

)

「
人
間

世
」
、

「
天
地
」

の
蟷
螂

の
斧

の
警
喩

に
よ

っ
て
い
る
。

十

四
、

荘
子

日
、

唇
〃
蜴
ル
卑

ハ
則
-
歯
寒

シ

花
を
切
ら
れ
水
仙

は
葉

の
覆
な

し

尚

水

(
『
庭
竈

集
』
)

「
肱

筐
　」

の

「
唇

歯
」

の
讐

喩
に
よ

っ
て

い
る
。

大
体
以

上
の
よ
う
な
作
品

で
あ
る
が
、

い
ず

れ
も
内
容
、

表
現

に
お
い
て
越
人

の

「
ひ
そ

み
」

に
倣

っ
た
も

の
で
、

ひ
ど
い
も

の
に
な

る

と
談
林
臭
を

お
び
た
吟
調

さ
え
見
え
る
。

こ
れ
ら
が
古

詩
文

・
儒

・
神

そ
の
他

に
拠

っ
た
作

と
と
も

に
並

べ
ら
れ
て
い
る
の
を
以

て
し

て
も
、

越
人
と
そ

の
門
下

の
俗
物
性
と
衝
学
癖
が
窺
わ
れ
る

で
あ

ろ
う
。

以
上
見

て
き
た
越
人

の
生
涯

に
わ
た
る

『
荘
子
』
と

の
か
か
わ
り
は

三
期

に
分
け

て
考

え
ら

れ
る
。

貞
享
初
年

の
蕉
門

へ
入

っ
た
頃

か

ら
、
貞
享
四
年
冬
、
芭
蕉

に
親
近
す
る
ま

で
が
そ

の
第

一
の
時
期

で
あ
る
。

彼

は
芭
蕉

の
下

に

入
門

し
た

当

初

か

ら

『
荘
子

』

・

『
老

子
』

に
深

い
関
心
を
持

っ
て
い
た
。

そ
れ

は

『
春

の
日
』
所
出

の
作
品

か
ら
考

え
得
る

こ
と
で
あ
る
。

彼

の

『
荘
子
』

へ
の
関

心
は
、

当

時

の
芭
蕉

な
ら
び

に
江
戸
蕉
門

の

『
荘
子
』
探
究

の
…熾
烈

さ
、
純

粋
さ
の
影
響

の
下

に
あ

っ
た
。

そ
れ
故
、

越
人

は
そ
の
出
立

に
あ
た

っ
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て
、
談
林

寓
言
説

を
超
克

し
た
時
点

に
出

て
、
そ

こ
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た

の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
貞
享
四
年

の
冬
、

芭

蕉

か

ら

直

接

『
荘
子
』

に
つ
い
て
聞
く

こ
と
を
得

る
ま
で
の
間
、
越

人

は
名
古
屋

で

『
荘
子
』

『
老
子
』

を

た
だ
漢
学

の
師

に
就

い
て
読

む
だ
け

で
、

詩

精
神

と

の
関
連

に
お
い
て
問

い
か
け
る

こ
と
を
学
ぽ

な
か

っ
た
。
彼

は
林

註

に
よ
る
訓
詰
注
釈

を
学
び
、

寛
永

十
年
刊
、

風
月
宗

知
版

十
冊
本

の
句
読

訓
点
が
そ

の
ま
ま
後
年

の
作
品

に
も
出

て
く
る
ほ
ど
熱

心
に
読

習

し
た
。

彼

の
作
風

・
俳
諾
観

の
形
成
期

に

お
け
る

こ
の

よ
う
な

『
荘
子
』
学
習
の
在

り
方

は
、
彼

の
生
涯

の
作
風
、

俳
諾
観

を
決
定

し
た
。

彼

は

『
荘
子
』

な
ら
び

に

『
老
子
』

を
、

当
時

の
学

界

の
既
成

観
念

を
通

し
て
理
解

し
、
詩
文

・
儒
書

な
ど
漢
籍

一
般

と
と
も

に
彼
自
身

の
古

典
知
識

の
体
系

の
中

に
編

み
こ
ん
で
い

っ
た
の

で
あ
る
。

越
人
の

こ
う

し
た

『
荘
子
』

理
解

は
、
貞
享
四
年

冬

か
ら
元
禄

三
年

に
わ

た

っ
て
芭
蕉

に
親
近

し
、

『
更
級

紀
行
』

の
旅

に
同
行

し
た

り
、
江
戸

に
滞
在

し
た
り
、

さ
ら
に
芭
蕉
を

『
奥

の
細
道
』

の
旅

か
ら

の
帰
途

に
迎

え
た
り
、

幻

住
庵

に
訪

ね
た
り

し
て
師

と
起
居

を
と

も

に
す
る
間

に
、

そ
の

『
荘
子
』
探
究

に

つ
い
て
直
接

見
聞
き
す
る
と

こ
ろ
が
あ

っ
て
か
ら
、

一
段
高

い
次
元

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

彼

の

『
荘
子
』

を
学

ぶ
第

二
の
時
期
が

展
開
さ
れ
る
。

彼

は
林
註

『
荘
子
』

の
適
遙
遊

の
思
想

・
心
境
を
把
握

し
、

訓
詰
的

理
解
を
超
え
、

こ
れ
を
詩
精
神

と
統

一
す

る

こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。

そ

の
高

み
か
ら

「
鷹
が

ね
歌
仙
」

の
付
句

や

『
ひ
さ
ご
』

の
序

は
生

み
出

さ
れ
た
。

こ
こ
に
至

っ
て
、

越
人

は
名
古
屋
蕉
門

に
お
け
る
特
異

な
存
在

と
な

っ
た
。

名
古

屋
蕉
門

の
諸
生

に
は
、

『
荘
子
』

『
老
子

』

の
探
究

に
立
ち

む
か

っ
た
者

が
稀
少

で
あ

っ
た
。

『
冬

の
日
』

に
、

「
楚

の
神

亀
」

の
寓

言

(
秋
水
)

に
拠

っ
た
杜
国

の

泥

の
う

へ
に
尾
を
曳

鯉
を
拾

ひ
得

て

(
霜
月
歌
仙

)

を
見

る
だ

け
で
、

『
春

の
日
』

・

『
噴
野
』

に
も
、
趣
人

の
句

を
除
け
ぽ

『
荘
子
』

に
拠

っ
た
作
品

は
見

ら
れ
な

い
。

杜
国

は
、

特

に
越

人

を
疵
護

す
る

こ
と
の
厚

か

っ
た
人
物

で
あ
る

か
ら
、

そ
の
作
品
が

一
句

だ
け
で
も

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り
を
示
す

こ
と
は
、

越

人

の

越

人

と

『
荘

子
」
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人

文

研

究

第
二
十
七
輯

『
荘
子
』

へ
の
関
心
と

の
関
連

に
お
い
て
見

の
が
す

こ
と
が

で
き
な

い
。

芭
蕉

を
通

し
て

『
荘
子
』

の
世
界

に
目
が
開

け
、

そ

こ
に
詩
精
神
を
培

い
得

た
貞
享
四
ー

元
禄

三
、
四
年

の
時
期

は
、

ま
た
彼

の
俳
諾

の
絶
頂
期

で
あ

っ
た
。
真

の
俳
譜
精
神

は
自

由
に
し
て
、

と
ら
わ
れ
る

こ
と
の
な
き
も

の

で

な
け

れ
ば
な
ら
な

い
が
、

『
荘
子
』

こ
そ
、

一
切

の
も

の
か
ら

の
と
ら
わ
れ
を
断

ち
切

る
思
想

の
体
系

で
あ

っ
た
。

そ

の
超
越

の
世
界

を
か

い
ま
み
得

た
こ
と
は
、

越
人

の
俳
譜
精
神

を

し
て
自
在
を
得

し
め
、

『
暖
野
』

・

『
ひ
さ
ご
』

・

『
猿
蓑

』
所
出

の
作
品
を
次

々
と
創

り
出

さ
し
め
た
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
元
禄
四
年
秋
以
後

、
芭
蕉

か
ら
疎
遠

に
な

っ
て
ゆ

く
に
従

っ
て
、

見
習

う
手
本

を
失

っ
て
、

越
人

の

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ

り

は
貞
享

四
年
以
前

の
在

り
方

に
逆
も
ど
り

し
、
訓
詰
的
水
準

に
退
化

し
て
い

っ
た
。

二
十
五
年

に
わ

た
る
大
き
な
空

白
期

の
あ
と
、

六

十

歳

に
し
て
俳
壇

に
復
帰
す

る
が
、

越
人

は
、

そ

の
性
格

か
ら
依

然

『
荘
子
』
も
引
用
す

る

こ
と
が

し
き
り

で
あ
り
、

そ

の
指
導

・
影
響

の
下

に
あ

っ
た
門
流
も

一
派
を
あ
げ

て

『
荘
子
』
熱
を
高

め
て
い

っ
た
。

か
く

て

『
荘
子

』

の
思
想

に
と

っ
て

不
毛

の
地

で
あ

る
か
の
よ

う

に
見

え
て

い
た
名
古

屋

に
空
前

の

『
荘
子
』

熱
時
代

を
現
出

し
た
。

数

年

に
し
て
ま
た
空

白
期
が
周

っ
て
き

た
が
、

享
保
十
年
代

に
入

っ
て
三
た
び

『
荘
子
』

は
彼

と
門
流

に
よ

っ
て
著

し
く
取
り
用

い
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

彼

と

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り

の
第

三
期

で
あ

る
。
そ

し
て
、
享
保
十
年

七
十
代
以
後

も
越
人

は

『
荘
子
』

に
対
す

る
態
度

に
お
い
て

六
十
代

以
来

一
貫

し
た
も

の
を
示

し
、

第

三

の
時

期

の
後
半
を
形
成

し
て

い
る
。

こ
こ
で
は
通
念
、

常

識
的
見
解

に
堕

し
、

『
荘
子
』

・
≒
老
子
』

を
儒

・
仏

・
神

の
三
道

と
無
差
別
、
無

秩
序

に
混
交

し
て
、

四
道

の
何
れ

に
も
責
任

を
負
わ

ぬ
、
無
定
見
、
無
信
仰
、

無
思
想

の
、

老
化

し
た
俗
物
的
見

解
を
ま
す

ま
す
固
定

し

て
き
て
い
る
。
文
学
精
神

の
荒
廃

も
ま

た
そ

こ
に
極

ま

っ
て
い
る
。

芭
蕉

か
ら
離

れ
て
か
ら
、

彼

が

『
荘
子
』

の
形
骸

・
糟
粕

だ
け

に
と

ら
わ
れ
、
真
義
探
究

の
方

途
を
見
失

っ
て
し
ま

っ
た
た

め
で
あ
る
。

芭
蕉

に
師
事
す

る

こ
と
に

よ

っ
て
得

た
も

の
を
芭
蕉

か
ら
離
れ
る

こ

と
に
よ

っ
て
失

っ
た

の
で
あ

っ
た
。
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越
人

に
対
す
る
考
察

の

つ
い
で
に
、

同
時
代

の
名
古

屋
蕉
門

で

『
荘
子
』

に
盟

心
を
示

し
て
い
る
作
者

に
ふ
れ
て
お

こ
う
α

杜
国

に
ウ

い
て
は
、
す

で
に
述

べ
た
が
、

ほ
か
に
も
う

一
人

旦
藁

が

い
る
。

元
禄
四

三
月
三
日

亭
主

旦

藁

旦
藁

の
風

顛
漢
は
、
市
中

に
牛

を
牽

て
耳
洗

ふ

こ
と
を

に
く
ま
ず
。

雪

の
夜
舟

を
浮

て
、
王
子
猷
が
苔

を
待
ず
。

造
化

の

奇
物

に

い
そ
が
し
う
し
て
名

と
利

に
隙
を
得

た
り
。

こ
と
し
上
巳

の
日

こ
れ
く

の
人

を
ま
ね
ひ
て
、

塩

の
ひ
ろ
鳴
潟

は

あ
れ
ど
、
水

の
淡

き
此

巴
橋

に
迫
遙

し
て
宴
を

も
う

く
。

(
以
下
略
)

　
　

　

曲
水

に
お
よ
ぎ

な
ら

は
父
瓢

か
な

旦

藁

(
畷
野
後

集
)

こ
の
作
品

に
よ

っ
て
見

れ
ば
、

旦
藁

は
禅
僧

を
通
じ

て
林
註

『
荘
子
』

を
知
り
、
そ

の
造
化
生
成

の
説

に
興
味

を
持

っ
て

い

た

ら

し

い
。
名
利

を
超
え
、
大

瓠
を
舟

に
作

っ
て
江
湖

に
浮

か
ぶ
迫

遙
遊

の
境

地
を
詠

ん
だ

の
が

こ
の
句

で
あ
る
が
、

意

識
的

な
風
狂

ぶ
り

で
、

『
荘
子
』

と

の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
も
内
的

な
深
さ

は
窺

わ
れ
な
い
。

し

か
し
、

越
人

と
別
系
統

の

『
荘
子
』
学

習
を
示
し
て
い
る

ら
し

い
点

は
注
目

に
値

し

よ
う
。

名
古

屋
蕉
門

は

『
荘
子

』

に
対

す
る
関

心
に
於
て
越

人
を
除

い
て

わ
ず

か
に

杜
国

・
旦
藁
が

一
句
ず

つ
を
示
す

に
す
ぎ
な

い
不
毛

の
状

態

を
呈
し
て

い
る
。

こ
の

こ
と
は
、
彼

等
が
俳
譜
観

と
作
風

の
基
盤
を
深

め
る

努
力

を
怠

っ
て
い
た

こ
と
を

物
語

る
も

の
で
あ
る
。

『
冬

の
日
』

に
興

っ
た
名
古
屋
蕉
門

が

『
畷

野
』

以
後
、
蕉

風

の
展
開

に
立

ち
遅
れ
て
行

っ
た

の
は
当
然

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

1

『
俳
書
大
系
」
第
五
巻

「
蕉
門
俳
譜
続
集
』

(昭
和
三
年
十

二
月
刊
)

一
五
六
-

一
五
七
頁
。

2

同

右
、

一
八
四
頁
。

3

同

右
、

一
三

五
l

I
=

二
六
頁
。

4

同

右
、

一
三

二
頁
。

越

人

と

「
荘

子
』

一21一



人

文

研

究

第
二
十
七
輯

5

宮
本
三
郎
稿

「
越
智
越
人
」

(明
治
書
院

「俳
句
講
座
』
2

〔
昭
和
三
十
三
年
十

一
月
刊
〕
)
所
引
。

6

「俳
書
大
系
」
第
三
巻

「蕉
門
俳
譜
後
集
」

(昭
和
三
年
十

一
月
刊
)
六
四
九
頁
。

7

同
右
、
第
四
巻

『
蕉
門
俳
話
文
集
』

(昭
和
四
年
四
月
刊
)
三
七
七
頁
。

8

「
俳
書
大
系
」
第

二
巻

「蕉
門
俳
譜
前
集
」

(昭
和
三
年
八
月
刊
)
二
〇
五
頁
。

付
記

越
人
は

「
荘
子
」
を
主
と
し
て
林
注

(寛
永
十
年
刊
、
風
月
宗
知
版
十
冊
本
)
に
よ

っ
て
読
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
に
よ

っ
て
訓
点
を
付
し
、
書
き
下
し
文
を
付
け
た
。

、

「
荘

子
」

か
ら

の
引
用

は
、
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